
328.　7.　15

8月の お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽に
　 無 料 相 談

問い合わせ先予約開始日相談員会場時間実施日相談内容・定員

午前８時半か
ら電話で
生活文化課
☎４７０・７７３８

７月２８日（木）
弁護士

市役所２
階相談室

午前１０時
から

３日（水）
１０日（水）法律相談

（各日8人） ８月１２日（金）１７日（水）
２４日（水）

７月２９日（金）
司法書士午後１時

から３日（水）
不動産・相続・会社の
登記等相談（5人）

土地家屋調査士表示登記・土地の境界
等相談（5人）

８月４日（木）
行政書士午前１０時

から１０日（水）
相続・遺言・成年後見
等手続き相談（4人）

税理士午後１時
から税務相談（5人）

８月１２日（金）人権擁護委員午後１時半
から１７日（水）人権・身の上相談（4人）

宅地建物取引士午後１時
から

不動産取引相談（5人）

８月１８日（木）
弁護士

２４日（水）
交通事故相談（5人）

社会保険労務士午前１０時
から

年金・労災・雇用・保険・
人事管理等相談（4人）

午前９時から
電話で
同センター
☎４７２・００６１

７月２０日（水）
女性カウンセラ
ー男女平等

推進セン
ター

午前１０時～
午後１時１日（月）

女性の悩みごと相談
（各日3人） 午後１時半

～４時半

８日（月）

８月３日（水）
２２日（月）
２６日（金）
２９日（月）

７月２２日（金）女性弁護士午前９時半～
午後０時半５日（金）女性弁護士による

法律相談（3人）
東久留米市商工
会☎４７１・７５７７前日までに市商工会

経営指導員
東久留米市
商工会館

午前１０時～
午後４時平日経営相談

問い合わせ先相談員会場時間実施日相談内容
同協会事務
局・桑原建築
設計事務所
☎４７６・１５１５

東久留米建築
設計協会会員

市役所１階屋内ひ
ろば

午後２時～
５時５日（金）耐震相談

（第１００回）

中央相談室
☎４７３・３６６７教育相談員

中央相談室
（成美教育文化会
館内教育センター）午前１０時～

午後５時

火曜～
土曜日教育相談

※電話相談も可。 滝山相談室
☎４７５・８９０９

滝山相談室
（西中学校隣）

月曜～
金曜日

児童青少年課
☎４７０・７７３６

母子・父子自
立支援員

児童青少年課
（市役所２階）

午前８時半
～午後５時開庁日母子・父子相談

前月末までに
障害福祉課
☎４７０・７７４７、
ファクス
４７５・８１８１

身体障害者
相談員

市役所１階相談室午前１０時～
正午

１２日（金）身体障害者相談

知的障害者
相談員１０日（水）知的障害者相談

同センター
☎４７７・２７１１

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉セン
ター午前９時～

午後５時
平日心身障害者（児）

相談

※直接会場へ。ハローワーク
三鷹職員

市役所１階ワーク
コーナー開庁日職業相談

８月は実施しません住宅増改築相談

市消費者セン
ター
☎４７３・４５０５
※直接会場へ。

消費生活相談
員

生活文化課
（市役所２階）

午前１０時～
正午、
午後１時～
４時

平日消費者相談
※電話相談も可。

生活文化課
☎４７０・７７３８行政相談委員８月は実施しません行政相談

健康課保健サ
ービス係
☎４７７・００２２

助産師・
保健師ご自宅希望する方は右記へ

問い合わせください。
妊婦訪問
赤ちゃん訪問

福祉総務課
☎４７０・７７４１相談支援員福祉総務課

（市役所１階）
午前９時～
午後４時開庁日生活困窮者自立

相談

「自己負担の割合」の判定の流れ

「
３
割
」
と
判
定
さ
れ
た
方
で
も
、

「
収
入
額
」
が
基
準
額
未
満
の
方

は
、
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と

「
１
割
」
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
「
収
入
額
」
は　
年
中
の
収

２７

入
で
、
必
要
経
費
や
公
的
年
金
控

除
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で

す
。
　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請

書
が
届
い
た
方
は
、
７
月
中
に
保

険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係
（
市
役

所
１
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
医
療

費
の
自
己
負
担
（
一
部
負
担
金
）

の
割
合
は
、「
１
割
」
ま
た
は
「
３

割
」
で
す
。
自
己
負
担
の
割
合
は
、

毎
年
８
月
１
日
に
当
年
度
の
住
民

税
課
税
所
得
（
市
民
税
・
都
民
税

納
税
通
知
書
の
「
課
税
標
準
額
」）

と
世
帯
構
成
の
状
況
か
ら
判
定
し

ま
す
。

　
８
月
～　
年
７
月
の
自
己
負
担

２９

の
割
合
は
、　

年
度
の
住
民
税
課

２８

税
所
得
に
基
づ
い
て
判
定
し
ま
す
。

◎
自
己
負
担
の
割
合
の
判
定
基
準

　

「
１
割
」＝
同
じ
世
帯
に
い
る
被

保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
未
満
の
場
合

　
「
３
割
」＝
本
人
お
よ
び
同
じ
世

帯
に
い
る
被
保
険
者
の
中
に
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
方
が
１
人
で
も
い
る
場
合

　
※
左
図
参
照
。

◎
基
準
収
入
額
適
用
申
請

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
、
自
己
負
担
の
割
合
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

毎
年
８
月
に
自
己
負
担
の
割
合
を

見
直
し
ま
す

はい

はい

はいはい

はい

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

A

A B C に該当する方は申請してください。

C

B

スタートスタート

１割負担１割負担

１割負担１割負担

１割負担１割負担
３割負担３割負担

本人および同じ世帯にいる後期高
齢者医療制度の被保険者の住民
税課税所得がいずれも１４５万円未
満である。※

本人および同じ世帯にいる後期高
齢者医療制度の被保険者の住民
税課税所得がいずれも１４５万円未
満である。※

基準収入額適用申
請が認められると
基準収入額適用申
請が認められると

（現役並み所得の方）（現役並み所得の方）

後期高齢者医療制度の被
保険者と同じ世帯の中に、
７０歳～７４歳の方がいる場
合、その方と被保険者の前
年の収入合計額が、５２０万
円未満である。

後期高齢者医療制度の被
保険者と同じ世帯の中に、
７０歳～７４歳の方がいる場
合、その方と被保険者の前
年の収入合計額が、５２０万
円未満である。

基準収入額
適用申請が
認められると

基準収入額
適用申請が
認められると

１割負担１割負担

基準収入額
適用申請が
認められると

基準収入額
適用申請が
認められると

本人および同じ世帯にいる後期高齢者医療制度
の被保険者の前年の収入合計額が、５２０万円未
満である。

本人および同じ世帯にいる後期高齢者医療制度
の被保険者の前年の収入合計額が、５２０万円未
満である。

本人の前年の収入額が、３８３万円
未満である。
本人の前年の収入額が、３８３万円
未満である。

同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者は本人のみである。同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者は本人のみである。

昭和２０年１月２日以降生まれの後期高齢者医療
制度の被保険者の場合、本人と同じ世帯にいる
後期高齢者医療被保険者との賦課のもととなる
所得金額の合計額が２１０万円以下であれば、１
割負担（所得区分は「一般」）となります。

昭和２０年１月２日以降生まれの後期高齢者医療
制度の被保険者の場合、本人と同じ世帯にいる
後期高齢者医療被保険者との賦課のもととなる
所得金額の合計額が２１０万円以下であれば、１
割負担（所得区分は「一般」）となります。

※

　

第
十
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

５
月
８
日
に
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第　
回
交
通
安

５１

全
子
供
自
転
車
東
京
大
会
」
に
出

場
し
、
団
体
部
門
で
、　

団
体
中

３６

５
位
と
な
り
、
前
回
大
会
に
引
き

続
き
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
同
大
会
で
は
、
交
通
規
制
や
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を
問
う

「
学
科
テ
ス
ト
」、交
差
点
の
安
全

な
渡
り
方
な
ど
基
本
的
な
自
転
車

の
乗
り
方
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
安

全
走
行
テ
ス
ト
」、
Ｓ
字
走
行
や
、

で
こ
ぼ
こ
道
の
走
行
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
「
技
能
走
行
テ
ス
ト
」

を
行
い
、
自
転
車
の
安
全
走
行
に

関
す
る
知
識
や
技
能
を
競
い
ま
し

た
。
　
市
内
で
は
、
依
然
と
し
て
自
転

車
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

　
②
車
道
は
左
側
を
通
行

　
③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

　
④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。
飲
酒

運
転
・
２
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
。

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
。
交
差
点

で
の
一
時
停
止
と
安
全
確
認
・
信

号
順
守

　
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
道
路
計

画
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

第第第第第第第第第第第第第第
十十十十十十十十十十十十十十
小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
のののののののののののののの
子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちち

第
十
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
ががががががががががががががが

「「「「「「「「「「「「「「
交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全
子子子子子子子子子子子子子子
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自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車
東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京
大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会

「
交
通
安
全
子
供
自
転
車
東
京
大
会
」」」」」」」」」」」」」」」

にににににににににににににに
出出出出出出出出出出出出出出
場場場場場場場場場場場場場場
しししししししししししししし
まままままままままままままま
しししししししししししししし

に
出
場
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたた

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

過
去
２
年
間
に 

国
民
年
金
保
険
料
の 

未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
年
４
月
か
ら
、
免
除
申
請
時

２６
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、　

年
度
の
免
除
の
受
け

２８

付
け
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
、

　
年
７
月
～　
年
６
月
の
期
間
を

２８

２９

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

　
免
除
申
請
が
可
能
な
期
間
の
例

＝　
年
７
月
に
申
請
す
る
場
合
、

２８
　
年
６
月
分
～　
年
６
月
分

２６

２９

　
【
ご
注
意
】免
除
申
請
が
遅
れ
る

と
、
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
学
生
で

あ
っ
た
期
間
に
適
用
で
き
る
の

は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

い
う
猶
予
制
度
に
限
ら
れ
、
免

除
申
請
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

日
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

　
「
マ
ル
都
医
療
券（
人
工
透
析
に

係
る
医
療
費
助
成
）」を
お
持
ち
の

方
で
、
引
き
続
き
医
療
費
助
成
を

希
望
す
る
方
は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。
更
新
に
必
要
な
書
類

な
ど
は
都
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
う
と
、
医
療
費
助
成
が
受

け
ら
れ
る
の
は
、
手
続
き
を
し
た

マ
ル
都
医
療

マ
ル
都
医
療
券券

（
人
工
透
析
に
係
る
医
療
費
助
成

（
人
工
透
析
に
係
る
医
療
費
助
成
））

の
更
新
手
続
き
に
つ
い

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
てて

　
【
日
時
】７
月　
日（
水
）午

２７

後
１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内

ひ
ろ
ば

　
【
相
談
内
容
】年
金
、社
会

保
険
（
健
康
保
険
、
雇
用
保

険
、介
護
保
険
）、労
働
問
題

（
賃
金
未
払
い
、解
雇
な
ど
）

　
【
定
員
】
５
人

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　
市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の
パ

ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
・
育
休
な

ど
の
代
替
と
し
て
の
臨
時
保
育
士

の
登
録
を
随
時

受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
①
パ
ー
ト
保

育
士
＝
勤
務
時

間
は
午
前
７
時

～
９
時
の
間
の

１
～
２
時
間
と
、
午
後
４
時
半
～

６
時
半
の
間
の
１
～
２
時
間
（
は

く
さ
ん
、
し
ん
か
わ
、
ち
ゅ
う
お

う
は
、７
時
ま
で
）。
賃
金
は
１
時

間
当
た
り
１
０
８
０
円

　
②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
１
０
０
０
円

　
※
い
ず
れ
も
、
有
資
格
の
方
。

　
登
録
希
望
者
は
、
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
、
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
登
録
制
の
た
め
、

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
施
設
給
付
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト
保
育
士
・

臨
時
保
育
士
の
登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す

第十小学校の子どもたち

社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る

無
料
相
談
会


